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長育，幅育，周育からみた児童期水泳選手のボディプロポーション

古　志　繭 実・浅　見　高 明・加藤雄一郎＊

The　Body　Proportion　of　Competitive　Swimmers　in　E1ementary
Schoo1C11i1d－ren　Conn㏄ted　with　L前鋲h，Brea砒11ana　Circumferen㏄

KOSHI　Mayumi，ASAMI　Takaaki　and　KATO　Yuichiro＊

　　The　body　proportions　of　the　co11ege　top　swimmers　were　characterized1onger　arm　span

compared　to　height　and　reversed　triang1e　proportion　on　the　shou1der　to　bispina1breadths．

If　they　are　strong1y　inf1uenced　by　factors　as　swimming　training，the　body　proportions

shou1d　be　changed　in　growing　period．Therefore，the　purpose　of　this　study　is　to　inves－

tigate　varying　of　body　proportions　which　were　re1ated1ength，breadth　and　circu叩ference，

through　the17items　in　anthropometric　measurement　for176competitive　swimmers　（94

ma1es　and82fema1es）、The　resu1ts　indicated　that叩ost　of　variab1es　in　the　proportio｛

re1ated1ength　were　not　significant　with　aging．And，va1ues　of　the　e1ementary　schoo1swim－

mers　were　not　simi1ar　to　those　of　co11ege　swimmers，it　was　suggested　that　body　propor－

tions　re1ated1ength　of　e1ementary　schoo1swimmers　were　most1y　affected　by　other　fac一．

tors　than　training　or　physica1activity．In　the　breadth，there　were　sex　differences　that　the

ma1e　was　not　changing　significant1y　and　the　fema1e　was　tend　to　decreasing．Further，in

the　circumferences，it　was　tend　to　increase　with　aging　and　more　increasing　after　chi1dhood．

Key　word－s：Young　swimmer，Body　proportion，Anthropometric　measurement

1．序　論
　体型は，運動，環境，栄養などにより変化し，

年齢や性別によっても差異があることが報告され

ている5一川’2’I22’24〕。この差異を生む1つの要因であ

る身体運動は榊各，体型に影響を及ぼし，その種

類やトレーニングの強度によってもその影響度が

異なることが知られている2阯22）。大学スポーツ選

手を対象とした一連の研究ではユ舳’111W2），一般

人と運動選手を比較すると体型，体格に差があ

り，さらにスポーツ種目の違いを考慮すると，そ

のスポーツ種目特有の体型があることを報告して
いる工”一5・巴9・1軌1工・15・16・1＆2q25・26）。

　水泳選手の体型に関する研究において，出村5〕

は大学水泳競技選手の榊各，体力及び水泳技能の

性差について検討しており，水泳選手は一般人と

比べて体脂肪が少なく，衛各面に優れており，男

子選手の方が女子選手に比べて榊各，筋力，神経

機能，心肺機能に勝り，柔軟性については女子が

勝ることを明らかにしている。さらに，中学水泳

選手の榊各は加齢に伴って発育するが，男子の発

育量は女子に比べて大きいことを報告している｛）。

古志たち’O）は男子大学水泳選手のボディプロポー

ションについて検討し，水泳選手は一般人と比べ

て，手長，指極が長く，肩峰幅，胸幅が広い体型

をしていることを明らかにしている。また，比指

極については，一般人が100．6％であるのに対し

水泳選手は102．7％であり，水泳選手は上肢が長

く，逆三角形のプロポーションをしている。

　大学トップレベルの水泳選手がこのようなボ

ディプロポーションを形成しているのは，水泳ト
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レーニングによる要因が影響していると考えられ

る。この水泳選手特有のボディプロポーションヘ

の変化は，一体いつ頃の時期から起こるのか興味

深い問題である。もし，水泳トレーニングが水泳

競技選手のボディプロポーションに影響している

ならば，大学までの成長過程のどこかで変化が生

じるはずである。身体の発育過程について考える

と，形態・機能の成長が活発な時期，特に身長の

第二次成長スパートである9一ユユ歳’9）を含む年齢層

に何らかの変化が起きるのではないかと考えられ

る。さらに，スイミングスクールの発展から，幼

児，小学校低学年から水泳運動を始める者が多

く，小学生のうちから選手コースで練習し，強度

の水泳運動トレーニングを行っている場合が多

い。つまり，ボディプロポーションに変化を与え

るであろう環境的な条件は整っており，児童期に

おいて水泳特有のボデイプロポーションヘの変化

が生じている可能性が考えられる。したがって，

9－11歳の身体成長のスパート期以前から水泳ト

レーニングを行ってきている選手は，この時期か

ら水泳に適したボディプロポーションに変化して

いくのではないかと仮定できる。

　そこで本研究では，身長の第二次成長スパート

の始まる9－11歳ユ9）以前から専門的に水泳を行って

いる児童水泳選手を対象に，長育，幅育，周育に

関するボディプロポーションの変化を検討するこ

とにより，児童期における水泳トレーニングがボ

ディプロポーションに及ぼす影響を明らかにする

ことを目的とする。

　被験者には競泳用水着を着用させ，各測定項目

の計測を行った。長育，周育，幅育の計測単位は

O．1cmとした。測定方法は「日本人の体力標準値

第四版」23〕，「生体の線計測法」8〕に基づき行っ

た。すべての測定は同一検者によるものであり，

長育・幅育に1名，周育に1名であった。

（4）分析方法

　長育に関するプロポーションは，身長の発育に

従って身体各部位がどのように変化するかを確め

るため，身長を基準とした相対値を算出した。幅

育，周育に関するプロポーションは，体幹が逆三

角形のプロポーションになっているかを確めるた

め，幅育について腸骨疎幅に対する肩峰幅，胸幅

の相対値を算出し，周育について腹囲に対する胸

囲，殿囲の相対値を算出した。

〔長育〕比指極（指極／身長×100），

　　　　頭身（身長／全頭高），

　　　　分割比（（膀高／身長）XlOO），

　　　　比上肢長，比上腕長，比前腕長，比手

　　　　長，比下肢長，比膝蓋中心高，比足長

て幅育〕（肩峰幅／腸骨棟幅）×ユ00，

　　　　（胸幅／腸骨辣幅）×ユOO

〔周育〕（胸囲／腹囲）×100，（殿囲／腹囲）×ユOO

　加齢に伴うプロポーションの変化を検討するた

め，男女それぞれにおいて年齢の違いによる1要

因分散分析を行なった。有意なF値が認められ

た場合，各年齢1年毎の平均値の差異を多重比較

を用いて検定した。有意水準は全て5％とし
た。

2．方　法
（1）被験者

　被験者は，スイミングスクールで定期的に練習

を行っている7－12歳の児童水泳選手176名（男子

94，女子82名）であった。

（2）測定項目

〔長育〕身長，指極，全頭高，膀高，上肢長，上

　　　　腕長，前腕長，手長，下肢長，膝蓋中心

　　　　高，足長

〔幅育〕肩峰幅，胸幅，腸骨棟幅

〔周育〕胸囲，腹囲，殿囲，上腕囲（伸展・屈

　　　　曲），前腕囲，大腿囲，下腿囲

　測定は，マルチン式計測器を使用し，体肢の項

目右側を計測した。

（3）測定方法

3．結　果
（1）各測定項目の絶対値における年齢グループ

　　　間の差異

　各測定項目における男女別，年齢グループ別の

平均値と標準偏差は，表1，2に示した通りであ

る。男女共に年齢グループ別における絶対値につ

いて分散分析を行った結果，長育，幅育，周育の

全ての測定項目において有意なF値が認められ

た。1年間の発育が有意であるかどうかを検討す

るため，それぞれ1歳異なる年齢グループの平均

値間の差異を多重比較を用いて検定した。

1）男子の絶対値における年齢別差異

　長育については，身長において8－9歳，ユO一ユ1

歳，11－12歳問で有意差が認められた。身長の各

年齢グループ間の発育量は，8－9歳間が7．Ocm，10
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表1　男子児童水泳選手における各測定項目の年齢別平均値と標準偏差値

年齢グループ（歳）　　7 8　　　　　　9 10　　　　　1ユ　　　　　ユ2 ユ8－22

　　例　数　　　　　6　　　　ユ4
水泳歴　　（年）　　3．5（1．O）　4．6（2．1）

18

4．3（ユ．3）

19　　　　　23　　　　　ユ4

5．2（2．1）　6．ユ（1．6）　6．6（2．3）

39

身　長

指　極

全頭高

膳　高

上肢長

上腕長

前腕長

手　長

下肢長

（Cm）

（Cm）

（Cm）

（Cm）

（㎝）

（Cm）

（Cm）

（・m）

（Cm）

膝蓋中心高（Cm）

足長　　（・m）

肩峰幅　　（Cm）

胸　幅

腸骨煉幅

体　重

胸　囲

腹　囲

殿　囲

上腕囲

前腕囲

大腿囲

下腿囲

（Cm）

（Cm）

（㎏）

（Cm）

（・m）

（Cm）

（Cm）

（Cm）

（Cm）

（Cm）

ユ23．2（5．4）

ユ24．ユ（5．6）

21．3（O．5）

7ユ．4（2．7）

53．5（3．1）

22．2（O．8）

ユ7．2（ユ．0）

ユ4．3（O．5）

66．6（3．2）

32．3（1．9）

19．6（1．O）

28．9（1．O）

2ユ．7（0．8）

18．2（ユ．O）

24．5（2．7）

62．1（2．7）

54．7（2．8）

62．9（3．7）

ユ8．O（1．6）

17．7（O．8）

38．2（3．4）

25．7（1．6）

ユ27．4（5．7）

ユ27．5（6．4）

2ユ．1（0．7）

73．8（4．4）

54．1（3．2）

23．2（ユ．4）

ユ7．6（ユ．2）

14．6（ユ．0）

68．9（4．0）

34．2（2．1）

20．O（1．O）

30．1（2、ユ）

22，3（1．3）

ユ8．3（ユ．4）

26．7（4．O）

64．3（3．5）

56．ユ（3．5）

65．0（5．0）

18．8（1．7）

ユ8．3（1，4）

38．5（3．9）

26．6（ユ．9）

134．4（5．7）137．3（6．2）144．8（5．6）

134，1（6．6）ユ38．7（6，3）145，3（7．7）

21．6（O．7）　21．8（O．6）　21．9（ユ．0）

78．8（3．2）　80．4（5．1）　85．0（4．1）

57．1（3．2）　58，9（3．O）　62．5（3．5）

24．2（1．1）　24．8（ユ．7）　26．5（1．4）

18．3（ユ．3）　ユ9．3（1．2）　20．6（1．3）

15．3（ユ．O）　ユ5．7（O．5）　16．6（ユ、2）

73．3（4．2）　75．3（4，6）　80．3（4．O）

35．9（2．5）　36．9（2，4）　39．4（2．1）

20．8（1．1）　2ユ．4（ユ．2）　22．8（1．3）

3！．0（1．7）　32．2（ユ．3）　33．5（1．9）

22．8（ユ．3）　23．8（2．1）　25．1（ユ．6）

18．6（ユ．3）　19．3（1．2）　20．3（ユ．5）

30．1（4．ユ）　33．3（5，5）　37．2（6．5）

66．3（4．ユ）　69．3（5，8）　71．9（4．7）

58，O（4．6）　59．7（4．8）　60．6（3．7）

67．7（3．9）　70．7（5．3）　73．5（5．3）

19．5（1．9）　21．3（2．3）　21．5（2，3）

18．9（ユ．ユ）　ユ9．8（1．6）　20．3（ユ．6）

4ユ．3（3．5）　42．8（4．2）　45．ユ（4．4）

27．7（ユ．8）　28，7（2．3）　30．0（2．2）

150．4（7．O）

15ユ、7（8．8）

22．5（1．4）

90．1（5．3）

65．0（4．O）

27．O（1．9）

2ユ．2（1．7）

ユ7，6（1，2）

84．4（5．2）

41．3（2．6）

23．7（1．1）

34．8（2．1）

25．8（2，2）

20．7（ユ、2）

40．9（7．ユ）

74．ユ（6．4）

63．2（5．O）

76．3（5．2）

22．1（2．6）

20．6（1．3）

45．8（4．3）

30．6（2．0）

174．7（5．7）

！79．8（6．1）

23．8（1，O）

101．7（4．O）

75．7（2．9）

31．7（1．5）

24．8（1．4）

19．9（1．O）

94．9（3，1）

46．1（2．1）

25，6（1．ユ）

42．5（1．5）

3ユ．ユ（ユ．5）

24．ユ（2．1）

67．1（5．9）

93．9（4．5）

73．5（3．1）

9ユ．4（2．9）

30．4（ユ．4）

26．1（1．3）

55．9（2，7）

36．8（2．0）

註）平均値（標準偏差値），ユ8－22：大学水泳選手（古志たち，ユ994，ユ995より引用）

ユユ歳間が7．5cm，ユユー！2歳間が5．6cmであった（表

ユ）。身長と同年齢グループ間，すなわち8－9歳，

ユO一ユユ歳，ユ1－12歳間で有意差が認められたのは，

指極，月齊高，手長，下肢長，膝蓋中心高，足長で

あった。．つまり，これらの項目は，身長の発育年

齢に影響される傾向にある。発育量については，

指極が6．6，6．6，6．4cm，手長がO．7，O．9，ユ．Ocm，

踏高が4．4，5．O，4．6cm，下肢長が4．4，5．O，

4．1cm，膝蓋中心高がユニ7，2．5，1．9cm，足長が

O．8，1．4，O．9cmであった。さらに全頭高は11一ユ2

歳間，上肢長は9一ユ0歳，ユO－1ユ歳，11一ユ2歳間，上

腕長は10－11歳問，前腕長は9一ユ1歳間に有意差が

認められた。

　幅育については，肩峰幅が9－10歳，10一ユ1歳，

11－12歳問，胸幅が11－12歳問，腸骨棟幅は10一ユユ

歳問に有意差が認められた。

　周育については，上腕囲が9一ユO歳間，前腕囲が

9－10歳間，下腿囲が10－1ユ歳間に有意な差が認め

られた。胸囲・腹囲・殿囲・大腿囲においては1

歳毎の絶対値問に有意差が認められなかったの

で，7歳の値を基準として比較した結果，胸囲，

腹囲，大腿囲はユO歳以上，殿囲は9歳以上から有

意差が認められた。

　体重については，10－11歳間に有意差が認めら

れた。

2）女子の絶対値における年齢別差異

　長育については，身長において8－9歳，9一ユO

歳，ユO－1ユ歳問で有意差が認められた。身長の各

年齢グループ問の発育量は，8－9歳間が5．7cm，

9－10歳間が5．9cm，ユO－11歳間が6．7cmであった（表

2）。身長と同年齢グループ問，すなわち8－9歳，

9－10歳，10－11歳間で有意差が認められたのは，

指極，月齊高，上肢長，上腕長であった。つまり，

これらの項目は，身長の発育年齢に影響される傾

向にある。発育量については，指極が5．6，74，7．3

cm，膀高が3．7，4．0，5．2cm，上肢長が24，3．O，3．

6cm，上腕長が1．1，1．2，1．7cmであり，指極は

9－10歳間で身長の発育傾向よりも大きいことが示
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表2　女子児童水泳選手における各測定項目の年齢別平均値と標準偏差値

年齢グループ（歳）　　7 8　　　　　　9 10　　　　　11　　　　　12 18－22

　　例数　　　7　　23　　15
水泳歴　　（年）　　3．3（1．9）　4．5（ユ．7）　5．0（1．7）

18　　　　　9　　　　　10　　　　　11
5．6（2．ユ）　6．4（2．5）　8，O（2．7）

身　長

指　極

全頭高

瞬　高

上肢長

上腕長

前腕長

手　長

下肢長

（Cm）

（㎝）

（・m）

（Cm）

（㎝）

（㎝）

（Cm）

（Cm）

（㎝）

膝蓋中心高（Cm）

足　長　　（Cm）

肩峰幅　　（Cm）

胸幅　（Cm）
腸骨棟幅　（Cm）

体重　　（㎏）

122．4（6、ユ）

123．2（9．0）

20．4（O．7）

72．2（4．4）

51．7（4．5）

22．O（2，O）

ユ6，9（1．0）

14．1（1．2）

67．4（3．8）

32．8（2．6）

19．1（1．3）

28．9（2．2）

21．1（ユ．5）

17．3（ユ．3）

24．2（4．O）

127．1（6．3）

ユ26．4（5．7）
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唆された。さらに，前腕長と下肢長は9－10歳，

ユO－1ユ歳問，手長は8－9歳，10－11歳問，．膝蓋中心

高と足長は8－9歳問で有意差が認められた。全頭

高はユ歳毎の絶対値間に有意差が認められなかっ

たので，7歳の値を基準として比較した結果，ユ1

歳以上から有意差が認められた。

　幅育については，肩峰幅，胸幅，腸骨棟幅とも

に8－9歳，9－10歳間に有意差が認められた。

　周育については，全ての測定項目において8－9

歳間に有意差が認められた。

　体重についても8－9歳間に有意差が認められ
た。

（2）各測定項目の相対値における年齢グループ

　　　問の差異

1）男子の相対値における年齢別差異

　年齢グループ別に分散分析を行った結果，有意

なF値が認められたのは，長育に関するプロ

ポーションにおいて頭身，分割比，比前腕長，比

下肢長であり，周育に関するプロポーションにお

いて殿囲／腹囲であった。幅育に関するプロポー

ションには有意なF値が認められなかった。

　多重比較を行った結果，頭身は8－9（6．O，6．3）

歳，ユO－11（6．3，6．6）歳聞，分割比は10－11（58．5，

58．9％）歳，ユ1一ユ2（58．9，59，6％）歳問，比前腕長は

9－10（ユ3．6，14．O％）歳問，比下肢長は10－11（54．8，

55．4％）歳，11一ユ2（55．4，56．O％）歳間に有意に増加

することが認められ，殿囲／腹囲は9一ユO（1ユ6．8，

118，6％）歳，10－11（118．6，120．5％）歳問に有意に

増加することが認められた。

2）女子の相対値における年齢別差異

　年齢グループ別に分散分析を行った結果，有意

なF値が認められたのは，長育に関するプロ

ポーションにおいて頭身，分割比，比前腕長，比

下肢長，比足長であり，周育に関するプロポー

ションにおいて胸囲／腹囲，殿囲／腹囲であっ

た。幅育に関するプロポーションについては男子

と同様に有意なF値は認められなかった。

　多重比較を行った結果，頭身は9－10（6．3，6．6）歳
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問，分割比は10一ユ1（59．3，60．2％）歳間，比前腕長

は9－10（13，6，14．1％）歳問，比下肢長は10一ユ1

（54．7，55．8％）歳間で有意に増加し，比足長は

11－12（ユ5．5，15．1％）歳問で減少した。胸囲／腹囲

は9一ユO（ユ16．8，122．O％）歳間，殿囲／腹囲は9－10

（122．4，128．O％）歳，11－12（ユ25．5，！30．9％）歳問に

おいて有意に増加することが認められた。

4．考　察
　長育に関するプロポーションで変化のあった項

目は，男子が頭身，分割比，比前腕長，比下肢長

であり，女子が頭身，分割比，比前腕長，比下肢

長，比足長であった。水泳選手のボディプロポー

ションの特徴である比指極は，男女ともに加齢に

よる変化が認められなかった（図1）。しかし，ユ2

歳と大学水泳選手m〕の相対値を比較すると男女と

もに児童の方が有意に小さいことから，児童期以

降に変化する可能性もある。頭身が増加する傾向

は，全頭高の発育量が身長に比べ小さいことに起

因していると考えられ（図2），分割比が増加する

傾向は，下肢長の発育が大きいことや全頭高がほ

とんど大きくならないことに起因していると考え

られる（図3）。上肢のプロポーションについて

（％）
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★

は，比前腕長が男子では10－1ユ歳問，女子では

9一ユO歳間に有意な増加傾向がみられた（図4）。こ

の傾向は一般人においても認められ23），水泳選手

特有のプロポーションの変化ではないことが示唆

される。さらに，大学水泳選手の相対値と比較す

ると男女ともに有意差が認められないことから，

既に水泳選手特有のプロポーションであることが

示唆される。下肢のプロポーションは，比下肢長

が男女ともに有意に増加し，比足長が女子におい

てのみ1ユー12歳間で減少することが認められた（図

5）。また，大学水泳選手の相対値と比較すると

男女ともに比下肢長は児童の方が値が大きいこと

が認められたが，この下肢が先行して発育する傾

向は，一般人においても認められ23），水泳選手特

有のプロポーションの変化ではないことが示唆さ

れる。したがって，長育に関するプロポーション

は，児童期に水泳トレーニングを行っても，ほぼ

一般児童と同じ発育をしていることが示唆され

た。したがって，水泳トレーニングによってボ

ディプロポーションが変化するならば，児童期に

起こるのではなく，それ以降の思春期に起こる可

能性がある。もしくは，児童期において既に水泳

選手特有のプロポーションを兼ね備えたものが競
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技力を伸ばし，成人するまでに競技を継続し，最

終的にトップレベルの選手になり、それ以外の者

は競技をやめてしまっている可能性も考えられ

る。このことは，身長，プロポーション，体型，

生物学的成熟に明白な影響を及ぼすことはないと

Robertたち工2）の報告からも支持される。しかし，

今後，12歳以降の水泳選手のボデイプロポーシヨ

ンに変化があるのかどうか，また競技を継続する

選手の調査等を実施し，水泳選手のボディプロ

ポーシヨン形成に対して水泳トレーニングという

環境的要因が影響するのかどうか検討する必要が

ある。

　幅育に関するプロポーションは，男女とも加齢

に伴う変化が認められなかったが，大学水泳選手

と比較すると男子は児童の方が小さく，女子は2

つの項目とも同じ値であった（図6）。つまり，男

子については，克童期での水泳トレーニングに

よって水泳選手特有のプロポーションになること

はなく，児童期以降にプロポーションが変化する

可能性が示唆される。また，身長との関連性につ

いてみると，女子は肩峰幅／腸骨辣幅，胸幅／腸

骨棟幅において有意な負の相関（r＝一〇．329，一〇．235）

を示し，7－10歳間で減少傾向にあることが示唆さ
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れた。これは，腸骨棟幅の成長が肩峰幅，胸幅よ

りも早く女性らしいボディプロポーションになっ

て行く過程であると考えられる（表2）。しかし，

10一ユユ歳問においてその傾向が逆転し，水泳選手

特有のボディプロポーションに近づいたと推測さ

れる。

　周育に関するプロポーションは，男子が殿囲／

腹囲，女子が胸囲／腹囲，殿囲／腹囲に増加する

傾向が認められた（図7）。男子については，胸囲

／腹囲が加齢に伴い有意に増加しないことから，

児童期における水泳トレーニングがそれほど周育

に影響しているとは考えにくい。なぜなら，水中

での活動は，水圧が大きく横隔膜に影響し，水中

で呼吸を反復することが呼吸筋に大きな負荷を与

える’4〕ことになるため，胸郭の発達が促進される

が，胸囲／腹囲に変化が認められなかったからで

ある。また，ユ2歳と大学水泳選手の比較から，男

女とも2つの項目において児童の方が有意に小さ

いことから，児童期以降の水泳トレーニングに

よってさらに変化する可能性が示唆される。さら

に，大学水泳選手との差異の大きさを考慮すると

男子の方が児童期以降により変化すると考えられ

る。一方，女子については，胸囲／腹囲に増加傾

7　　8　　9　　10　11　12　18－22

　　　　　　　　　　年齢グループ

図7　周育に関するプロポーションの
　　年齢別平均値

向が認められ，プロポーションの変化に児童期の

水泳トレーニングが影響している可能一性が考えら

れる。しかし，11一ユ2歳頃から女性ホルモンの分

泌が盛んになるため’3），胸囲が大きくなることが

胸囲／腹囲の増加に影響しているとも考えられ，

今後，女子については胸囲とさらに乳房下胸囲を

計測し検討する必要がある。

　幅育，周育に関するプロポーションにおいて，

性差が存在し，特に女子については児童期の水泳

トレーニングという環境的要因が，水泳選手特有

のプロポーション形成に影響する可能性が示唆さ

れた。また，男子については，児童期以降にその

影響を受けると推測される。このことは，身体ト

レーニングが身体組成，パフォーマンス，生理学

的パラメーターに影響を及ぼす重要な要因である

という報告’2）からも支持される。

5．まとめ
　大学トップレベルの水泳選手の体型は，身長に

対し指極が長く，肩峰幅から腰幅にかけて逆三角一

形のボディプロポーションをしていることであ

る。もし，水泳トレーニングの要因から強く影響

されるならば，身体発育過程においてプロポー
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ションに変化が認められるはずである。そこで，

本研究では，身長の第2次スパート期にある児童

期に着目し，男女児童水泳選手176名（男子94名，

女子82名）を対象に29項目の身体計測を行い，長

育，幅育，周育に関するボディプロポーションの

変化を調査することによって，加齢に伴い水泳選

手特有のボディプロポーションに変化するかどう

かを検討した。その結果，長育のボデイプロポー

ションは，ほとんどの項目において加齢に伴う有

意な変化が認められなかった。また，児童水泳選

手のボディプロポーションは，比指極，頭身，分

割比，比下肢長を除いて大学水泳選手のボデイプ

ロポーションとほぼ同じであった。幅育のプロ

ポーションには一性差が認められ，男子は変化せず

女子は減少傾向を示した。また，周育のプロポー

ションは，男女とも加齢に伴い増加傾向を示し，

大学水泳選手よりも児童水泳選手の方が値が小さ

いことから，12歳以降のトレーニングにより増加

する可能性が示唆された。これらのことから，児

童期における水泳選手特有のボディプロポーショ

ンヘの形成について，長育のプロポーションは，

水泳トレーニングからほとんど影響されないこと

が示唆された。しかし，幅育，周育のプロポー

ションは，水泳トレーニングから影響されること

が示唆された。
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